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令和５年度 第２回高知大学医学部後援会理事会議事要録 
 

１．開催日時 令和 6 年 3 月 31 日（日）11：00～12：00 

２．開催場所 高知大学医学部 特別会議室 

３．出席者 

 【後援会役員】 山下会長、岡﨑理事、西森理事、西岡理事、筒井理事、安川理事                                            

 【本学役員等】 降幡医学部長、井上副医学部長、花﨑附属病院長、瀬尾医学科長、 

大坂看護学科長、片山医学部・病院事務部長 

【本学陪席者】 野口学生課長補佐、山脇学生支援係長、溝渕学生支援係員 

  欠席者 

【後援会役員】 岡林副会長、岡本副会長、深田理事、秋森理事、塩田理事、澤田理事、

市川理事、橋詰理事 

４．開会 

 山下会長及び降幡医学部長から挨拶を行い、野口学生課長補佐による資料確認を行った。 

併せて、令和 5 年度の総会が中止になり実施できていない令和４年度学業等優秀者の後援会

表彰を行うことを説明し、表彰学生入室の後、野口学生課長補佐から資料２の記載順に学生名

を読み上げ、山下会長から表彰状及び記念品の贈呈を行い出席者一同により記念撮影を行った。 

学生退室の後、山下会長が議事を進行した。 

 

５．議事 

（１）議題１ 令和６年度役員の選任について 

山下会長から、資料１に基づき、今年度をもって任期満了となる役員の紹介が行われた後、

資料３に基づき、令和６年度再任する役員、新入生の保護者から選出される役員について説明

が行われた。空席となる会長・副会長について、会長に現副会長の岡林理事、副会長に深田理

事ならびに西岡理事に依頼することとし、審議の結果、承認された。 

  

（２）議題２ 令和５年度事業報告及び決算報告について 

 山脇学生支援係長から、資料４に基づき、各費目における項目ごとに収入金額及び支出金額

の内容について報告が行われた。 

 井上副医学部長から、未納者への対応について質問があり、山脇学生支援係長から強制では

ないので督促等は行っていないことを説明した。 

 山下会長から、予算については大きな繰越金もなく適正に処理されていると思われる。予算

額と支出額に大きな格差があるのはコロナ禍により開催が出来なかったところに依るもので

ある。環境設備費については新設したものであり、コロナ禍においては学生の活動が行えない

ことにより後援会の費用が余剰する事態が続き環境整備として様々な用途に使っていたと言

う経緯がある。この辺りをうまく調整し令和６年度以降の予算を組んでいくということになる

ので、理事の皆さんもご理解いただきたい。国家試験助成については、模擬試験の助成のため

非常に大きい予算となるが、学生にとって重要な模擬試験であり、これをもとに国家試験の合

格率を上げるという教員の皆様の強い思いがある。大きな予算ではあるが、後援会としては引
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き続き助成を行いたいとの補足説明が行われた。 

以上のとおり、審議の結果、承認された。 

 

（３）議題３ 令和６年度事業計画及び収支予算（案）について 

 山脇学生支援係長から、資料５に基づき、令和６年度事業計画及び予算（案）について説明

が行われた。 

 降幡医学部長から、繰越金について質問があり、野口学生課長補佐からこれ以上の余剰金額

はないことを説明した。降幡医学部長から、高知信用金庫から 2,500 万円の研究補助金を頂け

ることとなり学内の若手研究補助金として使用する一環として秋口に講演会の開催を計画し

ているが、その場に高学年学生も参加していただきたいと考えている。その際のバス借り上げ

料等について後援会から負担していただけないか検討していただきたいとの提案がされた。山

下会長から環境整備費等により支出することも可能であると思われるが、依頼を出していただ

き令和６年度の知事会にて検討することとなった。また、緊急の場合は理事会をメール会議で

開催する等し検討することとなった。 

 以上のとおり、審議の結果、承認された。 

 

（４）議題４ 令和５年度卒業生及び令和６年度入学者の状況について 

 野口学生課長補佐から、資料 7 及び資料８に基づき、卒業生の医師・保健師・看護師国家試

験結果及び令和６年度入学手続状況の説明が行われた。 

 山下会長から、医師国家試験新卒不合格者 9 名に関して今後のフォローについて質問があり、

降幡医学部長から既卒者に対して可能な範囲で医師養成教化対策チームを立ち上げている。併

せて医学教育創造センターでも連絡の取れる方にはフォローを行っていることを説明した。 

引き続いて瀬尾医学科長から、今年の卒業生は 2018 年度のカリキュラム改正時に入学した

学年になり６年留年せずに進級した学生については 97％合格している。新卒でも留年を経て

進級した学生の合格率が低かったのが現状である。既卒生も連絡がつかない方が不合格となっ

ている。新卒で不合格の方には連絡を取りフォローできる形で進めたいと考えていることを報

告した。 

 

（５）議題５ 令和５年度学業等優秀者の後援会被表彰者の決定について 

山脇学生支援係長から、資料９および資料１０に基づき、学業等優秀者の後援会被表彰者、

活動成果の優秀な課外活動団体の後援会被表彰者について説明が行われ、審議の結果、承認さ

れた。 

なお、表彰式は令和６年度後援会総会において実施することの報告が行われた。 

瀬尾医学科長から、弓道部の表彰については師範の先生の尽力もあり学生が活力をもって主

管業務を務めたことが紹介された。 

 

（６）議題６ その他 

 なし 


